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2
0
1
7
年
度
入
試
は
、総
志
願

者
数
9
、4
3
3
名
と
な
り
対
前
年
比

1
2
5・7
％
と
大
き
く
増
加
し
ま
し

た
。こ
の
数
字
は
10
年
前
の
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
後
最
大
の
数
で
あ

り
、入
学
者
数
と
し
て
は
1
、5
2
8

名（
入
学
定
員
1
、3
9
0
名
）の
多

く
の
入
学
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、着
実
に
本
学
の
発
展
が
み
ら
れ

ま
す（
下
表
参
照
）。

次
に
2
0
1
8
年
度
入
試
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
4
点
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
①
】

　

法
学
部
法
学
科
の
募
集
定
員
が

15
名
増
の
1
6
5
名
と
な
り
ま
す
。

主
に
、一
般
入
試
、セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス

入
試
、セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
で

募
集
定
員
が
増
加
し
、合
格
の
可
能

性
が
広
が
り
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
②
】

　

2
0
1
9
年
4
月
よ
り
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し

ま
す
。現
在
高
校
3
年
生
の
方
は
大

学
2
年
次
よ
り
、現
在
高
校
2
年
生

以
下
の
方
は
入
学
時
よ
り
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り
、通
学
の
利
便
性

が
向
上
し
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
③
】

　

昨
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
需
要

拡
大
の
た
め
、と
り
わ
け
高
等
学
校

お
よ
び
大
学
教
育
に
お
い
て
外
部
英

語
検
定
試
験
の
積
極
的
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
、本

学
で
も
昨
年
度
入
試
よ
り
、GTEC

・

TOEFL

・TOEIC

・
英
検
な
ど
の
外
部

英
語
検
定
試
験
の
取
得
者
に
対
し
、

本
学
指
定
の
基
準
を
上
回
っ
て
い
る

受
験
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
た

め『
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
特
別
入
試
』を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。今
年
度
か
ら

は
対
象
の
外
部
英
語
検
定
試
験
に
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
英
検
を
追
加
し
ま
し
た
。

試
験
日
は
、2
0
1
7
年
10
月
7
日

（
土
）、選
考
方
法
は
、取
得
資
格
の

内
容
を
含
ん
だ
書
類
審
査
と
当
日
の

面
接（
日
本
語
）と
な
り
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
④
】

　

最
後
に『
特
別
奨
学
生
入
試
』の

ご
案
内
を
し
ま
す
。こ
の
入
試
は
、

2
0
1
7
年
12
月
9
日（
土
）に
実
施

し
、全
問
マ
ー
ク
式
に
よ
る
3
教
科

型
の
入
試
と
な
り
ま
す
。2
0
1
8

年
1
月
11
日（
木
）に
、入
学
金
と
原

則
4
年
間
の
学
費
全
額
が
免
除
さ
れ

る
奨
学
生
合
格
、ま
た
は
一
般
入
試

（
前
期
日
程
）の
受
験
が
免
除
さ
れ
る

一
般
入
試（
前
期
）免
除
合
格
が
発
表

さ
れ
ま
す
。

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
前
に
合

格
が
手
に
入
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、1
か
月
後
に
控
え
る
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
と
し
て
、学
習

到
達
度
を
測
っ
て
み
て
も
よ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
一
般
入
試（
前
期
）免
除
合
格
の
場

合
、手
続
期
限
は
2
0
1
8
年
2
月

27
日（
火
）と
な
り
ま
す
の
で
、他
大

学
の
合
格
発
表
確
認
後
に
手
続
が

可
能
で
す
。

な
お
、2
0
1
8
年
度
入
試
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、入
試
ガ
イ
ド
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

本
学
で
は
、こ
れ
か
ら
も
次
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
学
部
・
学
科
を
再

編
し
、充
実
し
た
教
育
環
境
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

学　部

総　計

学　科
全体

志願者

女子
2016

全体 女子
2017

全体

合格者

女子
2016

全体 女子
2017

全体

入学者

女子
2016

全体 女子
2017

1,573
681
915
600
882
733
449
104
651
163
751
7,502

経済
現代社会

商

法
外国語

国際文化

スポーツ健康

リハビリテーション

経済
現代社会
商

経営情報
法

英米語
国際文化
国際協力
スポーツ健康
こどもスポーツ教育
理学療法

122
176
184
123
166
410
288
61
148
70
204
1,952

1,931
1,125
1,176
734
1,282
1,105
582
193
572
154
579
9,433

178
259
271
144
208
614
342
93
108
44
219
2,480

988
583
573
403
723
581
389
84
350
138
280
5,092

85
158
123
97
142
336
252
49
83
63
101
1,489

768
570
431
215
470
373
355
114
381
117
241
4,035

80
164
121
47
94
223
236
60
77
39
98

1,239

321
153
250
136
211
170
109
22
139
38
94

1,643

24
37
53
27
26
84
61
14
23
12
28
389

274
177
201
108
170
150
127
45
153
39
84

1,528

25
48
51
19
26
80
74
19
21
16
35
414

人（女子は内数）■2017年度入試結果（各入試区分を合算）

■2018年度入学試験日程および選考スケジュール
試験日 入試区分

AO入試

グローバル人材特別入試

一般推薦入試 （前期）

指定種目スポーツ推薦入試 （前期）

スポーツ・文化系活動推薦入試（前期）   

指定校推薦入試

一般推薦入試 （後期）

特別奨学生入試

10/7（土）

12/9（土）

11/5（日）

11/4（土）

11/4（土）
11/5（日）

試験日 入試区分

指定種目スポーツ推薦入試（中期）

スポーツ・文化系活動推薦入試（中期）

一般入試 （前期）

一般入試 （中期）

指定種目スポーツ推薦入試(後期）

スポーツ・文化系活動推薦入試（後期）

一般入試（後期）

1/30（火）
1/31（水）
2/  1（木）

2/27（火）

12/9（土）

3/13（火）

※その他、センタープラス入試、センター試験利用入試（前期・中期・後期）、特別入試、編入学試験を実施します。詳細は入試ガイドをご覧ください。

集え、学べ、NGUに！
2017年度入試結果と2018年度入試に向けて

e c t u r e  d i a r y

　

食
道
は
飲
み
込
ん
だ
食
物
を
喉
か
ら
胃

へ
送
る
消
化
管
で
、「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ

忘
れ
る
」と
い
う
よ
う
に
、飲
み
込
ん
だ
ら
、

も
う
熱
さ
も
あ
ま
り
感
じ
ず
、味
も
分
か

ら
な
く
な
る
。興
味
は
次
の
箸
先
に
向
か

い
、つ
い
さ
っ
き
の
昔
の
味
は
意
識
か
ら
薄

れ
て
し
ま
う
。人
は
味
や
舌
ざ
わ
り
、喉
越

し
に
は
こ
だ
わ
っ
て
も
、喉
元
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
ら
関
心
を
向
け
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

実
は
食
道
は
案
外
細
い
管
で
、成
人
で
も

太
い
と
こ
ろ
で
１５
ミ
リ
ほ
ど
し
か
な
い
。そ

し
て
食
道
の
始
ま
り
と
終
わ
り
、胸
の
中
ほ

ど
の
３
カ
所
で
細
く
な
っ
て
い
て
、そ
こ
は

１０
ミ
リ
に
満
た
な
い
。食
物
を
飲
み
込
む

と
、ヘ
ビ
が
卵
を
丸
飲
み
し
た
よ
う
に
食
道

が
ふ
く
ら
ん
で
、平
滑
筋
の
ぜ
ん
動
運
動
に

よ
っ
て
食
塊
を
胃
へ
絞
る
よ
う
に
送
り
込

む
の
だ
が
、細
い
３
カ
所
で
は
詰
り
や
す
い
。

　

そ
ん
な
こ
と
な
ど
何
も
知
ら
な
い
高
校

時
代
。ク
ラ
ブ
活
動
が
終
わ
っ
た
帰
り
道

に
時
折
立
ち
寄
る
駅
前
の
タ
コ
焼
き
の
屋

台
で
、口
に
ほ
お
ば
っ
た
出
来
立
て
の
タ
コ

焼
き
。あ
ま
り
の
熱
さ
に
、吐
き
出
せ
ば
よ

か
っ
た
も
の
を
、腹
ぺ
こ
だ
っ
た
せ
い
か
思

わ
ず
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
。タ
コ
焼
き
の

直
径
は
お
よ
そ
４
セ
ン
チ
。喉
か
ら
胸
へ
ゆ
っ

く
り
と
下
り
て
行
き
、胸
の
中
ほ
ど
で
動
か

な
く
な
っ
た
。そ
の
熱
い
こ
と
熱
い
こ
と
。七

転
八
倒
し
た
が
、ど
う
に
も
な
ら
な
い
。あ
の

焼
け
た
だ
れ
る
よ
う
な
熱
さ
と
息
の
苦
し

さ
、時
間
の
長
さ
、実
際
は
１０
数
秒
ほ
ど
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

く
だ
ん
の
タ
コ
焼
き
は
や
が
て
熱
い
ま
ま
再

び
ゆ
っ
く
り
と
移
動
し
始
め
た
が
、ミ
ゾ
オ

チ
を
通
過
し
た
あ
た
り
で
熱
さ
は
嘘
の
よ

う
に
消
え
た
。胃
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　

学
生
時
代
に
読
ん
だ
専
門
書
に
食
道
に

は
熱
を
感
じ
る
神
経
は
な
い
と
あ
っ
た
が
、

私
は
信
じ
て
い
な
い
。喉
元
過
ぎ
て
も
熱
い

も
の
は
熱
い
の
だ
。そ
う
で
な
け
れ
ば
、私

の
青
春
の
、あ
の
胸
を
熱
く
焦
が
し
た
思
い

は
一
体
ど
こ
か
ら
来
た
と
い
う
の
か
。そ
ん

な
疑
問
が
、私
を
基
礎
医
学
研
究
の
道
に

導
い
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
作
品
を
味
わ
う
」「
今
回
の
試
験
は
歯

が
立
た
な
か
っ
た
」「
要
求
を
呑
む
」「
こ
の

件
は
き
ち
ん
と
咀
嚼
し
て
、消
化
す
べ
き

だ
」「
彼
の
説
明
は
腑
に
落
ち
な
い
」－

こ
れ

ら
は
私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
表
現
で
す
が
、「
作
品
」な
ど
は
食
べ
物
で

は
な
い
の
に
な
ぜ「
味
わ
う
」と
表
現
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
摂
食
の
際
に
、食
べ
物
の
味
を

確
か
め
、咀
嚼
し
、飲
み
こ
み
ま
す
。中
に
は

堅
く
て
噛
め
な
い
も
の
も
あ
る
し
、味
が
濃

か
っ
た
り
脂
っ
こ
か
っ
た
り
す
る
と
胸
や
け

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。き
ち
ん
と
咀

嚼
し
て
胃（
腑
）に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
は

消
化
さ
れ
て
、栄
養
分
は
身
体
の
一
部
と
し

て
吸
収
さ
れ
ま
す
。一
方
思
考
の
プ
ロ
セ
ス

で
は
、あ
る
内
容
を
確
か
め
、検
討
し
、受

け
入
れ
ま
す
。内
容
に
よ
っ
て
は
難
し
く
て

理
解
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
し
、内
容
が
重

い
と
う
ん
ざ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。き

ち
ん
と
検
討
し
て
受
け
入
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
納
得
し
た
と
言
え
ま
す
し
、そ
れ
は
知

識
と
し
て
私
た
ち
の
一
部
に
な
り
ま
す
。私

た
ち
は
こ
の
摂
食
と
思
考
の
間
に
、「
類
似

性
」を
見
出
し
て
い
ま
す（
味
わ
う
＝
堪
能

す
る
、咀
嚼
す
る
＝
検
討
す
る
、消
化
す
る

＝
納
得
す
る
な
ど
）。そ
し
て
、思
考
と
い
う

抽
象
的
な
も
の
を
、こ
の
類
似
性
に
よ
っ

て
、よ
り
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
身
体
経

験（
摂
食
）を
通
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
す
。

　

私
の
演
習
テ
ー
マ
で
あ
る「
認
知
言
語

学
」は
、人
間
の
身
体
経
験
に
基
づ
く
感

覚
、思
考
、感
情
と
の
関
係
で
言
語
を
分
析

す
る
学
問
で
す
。言
い
換
え
れ
ば
、言
語
は
、

人
間
が
物
事
に
ど
う
反
応
し
、そ
れ
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
反
映
し

て
い
る
と
考
え
ま
す
。私
た
ち
を
取
り
巻
く

世
界
の
捉
え
方
は
、人
間
一
般
に
共
通
し
た

部
分
と
、文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
部
分
が
あ

り
、言
語
を
見
れ
ば
、そ
れ
を
話
す
人
々
の

世
界
の
捉
え
方
が
見
え
て
き
ま
す
。授
業
で

は
、日
英
語
の
表
現
を
通
し
て
、そ
の
背
後

に
隠
さ
れ
た「
捉
え
方
」を
一
緒
に
探
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

喉元過ぎれば

ことばを通して
物事の捉え方を知る

私の講義日誌

外国語学部 講師

有薗 智美
（ありぞの さとみ）

藤森 修
（ふじもり おさむ）

File Number

47 s s a yE

L

“気になる”を PICK UP

エ ッ セ イ

リハビリテーション学部長

File Number
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　4月に結成された聖歌隊が5月23日

（火）のチャペルアワーで賛美しまし

た。キリスト教の礼拝では、讃美歌や

さまざまな楽器による賛美がありま

す。結成後初めての賛美となった聖歌

隊の歌声はチャペル内で美しく響き、

厳かな時間となりました。聖歌隊は毎月第1,3火曜日のチャペルアワーや

クリスマス礼拝などで賛美する予定です。

COSMORAMA INFORMATION2017 AUGUST

　8月3日（木）～4日（金）、瀬戸キャンパスにおいて「品野の森・里山学校

サマースクール2017」を開催。2004年から瀬戸市との共催事業として小

学校4～6年生を対象に実施しており、子供たちに自然のすばらしさを伝

えることを目的としています。スポーツ健康学部こどもスポーツ教育学科

の学生が、子供たちとともにキャンパス周辺の森を探索しながら自然や生

き物とふれあい、森の仕組みの調査や工作体験をサポートしています。

※詳細はホームページをご覧ください。

●10月14日（土）
●会場：瀬戸キャンパス

7

　8月6日（日）、名古屋キャンパスにおいて「ワクワク☆おやこ夏まつり2017」を開催。このイベン

トは地域で実践されているさまざまな課題解決への取組の相互理解と交流を目的に、毎年春

と夏に実施しています。今年度7回目を迎える“夏”は、子ども向けのワークショップが大集合。商

学部伊藤ゼミによる最先端のICT技術を用いた水族館をイメージした体験型ブースや、子育て

NPOを中心とした地域の団体によるワークショップブースでの工作体験やアクセサリー作り体

験など多彩なブースがそろいました。また、ステージプログラムではジャグリングのパフォーマン

スショーや和太鼓演奏、ビンゴ大会もあり、子どもから大人まで楽しめるプログラムです。

『ワクワク☆おやこ夏まつり2017』8

『瀬戸キャンパス祭』

●10月28日（土）、29日（日）
●会場：名古屋キャンパス

『名学大祭』

●12月9日（土）
●会場：名古屋キャンパス翼館4Fクラインホール

『ファミリーコンサート』

●12月22日（金）
●会場：名古屋キャンパス チャペル

『大学クリスマス礼拝【名古屋】』

●12月25日（月）
●会場：瀬戸キャンパス チャペル

『大学クリスマス礼拝【瀬戸】』

●12月25日（月）
●会場：瀬戸キャンパス チャペル

『NGUチャペルコンサート【瀬戸】』

『品野の森・里山学校サマースクール2017』
　5/31（水）、名古屋キャンパスにおいて今年度最初の「マナー向上キャンペー

ン」が行われました。この活動は本学学生のマナー向上と地域の皆様とのコミ

ュニケーションを図ることを目的としており、今年で10年目を迎えます。日比野

学舎周辺の清掃活動を実施し、本学学生と地域団体（熱田区大宝学区・野

立学区）や行政機関等の皆様が参加しました。地域に根差した大学を目指

し、地域と連携して活動することで近隣の方たちとの交流を深めています。

『マナー向上キャンペーン』4

　第55回東海学生バスケットボール大会(東海学生バスケットボール連

盟主催・4/8～5/6開催)で男子バスケットボール部が初優勝を果たしまし

た。最優秀選手賞（MVP）に東宏輝さん（商学部4年）、優秀選手賞に東克弥

さん（商学部4年）、新人賞に王ウェイ嘉さん（商学部1年）が選ばれました。

　また女子バスケットボール部も3位と健闘し、優秀選手賞、スリーポイ

ント王に木本佳那子さん（商学部4年）、同じくスリーポイント王に小林栞

さん（商学部2年）が選ばれました。

　男子バスケットボール部は6月に開催された第67回西日本学生バスケ

ットボール選手権大会（6/4～11開催）においても見事初の準優勝に輝

きました。敢闘賞（準MVP）に東宏輝さん（商学部4年）、優秀選手賞に王

ウェイ嘉さん（商学部1年）、リバウンド王に山田英治さん（商学部3年）が

選出されています。
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　2月6日（月）～10日（金）の5日間に

わたり、OB・OGを迎えた業界セミナー

を開催しました。このセミナーでは、5

日間を通して160社を招き、OB・OGを

交えてざっくばらんに業界の特性や業

務内容をお話していただき、就職活動

の本格的な開始を前に各業界に対する理解を深めるために毎年開かれ

ています。

『ＯＢ・ＯＧ業界セミナー』開催9
男子バスケットボール部
東海トーナメント初優勝・西日本大会準優勝

　硬式野球部が、春季リーグ戦の2

部Aリーグ（愛知大学野球連盟主催・

4/8～6/1開催）で優勝しました。敢闘

賞に野田朋希さん（投手・スポーツ健

康学部4年）が選出されています。2部

Bリーグ優勝校とのプレーオフでは惜

しくも敗れ、残念ながら1部入替戦への出場は果たせませんでしたが、

来季に向けて大きな励みとなりました。

硬式野球部・春季リーグ戦2部Aリーグ優勝10

　女子バレーボール部が、第143回　

東海大学男女バレーボールリーグ戦

春季大会（東海大学バレーボール連

盟主催・4/15～5/28開催）で1部準優

勝を果たしました。横山祥世さん（スポ

ーツ健康学部3年）がサーブレシーブ賞

を獲得しました。第43回西日本バレーボール大学女子選手権大会（西日本イ

ンカレ）の決勝トーナメントへも進出し、今後ますますの活躍が期待されます。

女子バレーボール部・春季リーグ戦1部準優勝11

　6月8日（木）に大宝学舎（GLOBAL LINKS）起工式が執り行われました。

大宝学舎は2018年9月竣工予定で、GLOBAL LINKSには国際センター・

i-Lounge、社会連携センターが移設され、授業と連動して学生たちの積

極的な学びを支援していきます。

『大宝学舎（GLOBAL LINKS）起工式』5

イベント情報“
“

聖歌隊、チャペルアワーで賛美12

　2016年12月7日にインドネシア・スマトラ島北部アチェ州でマグニチュ

ード6.5の地震が発生したのをうけて国際文化学部の学生を中心とした

学生による募金活動を実施しました。

　インドネシアのアルムスリム大学に留

学中だった2名の学生が、インドネシア

での報道や大学の友人との対話から

震源近くの大きな被害を知り、ニーズ

調査に同行するなどして自分たちので

きることから始めようと呼びかけたのが

きっかけとなりました。

※集まった募金（89,162円）は現地の

NGO「ＪａｒｉＡｃｅｈ」とともに留学中だった本学学生による支援活動に活用さ

れました。ご協力ありがとうございました。

3 インドネシア・アチェの地震、支援活動へ
　6月16日（金）に学生運営の店、カフェ＆ベーカリー『マイルポスト』（日比野学舎

1階）にて「パンまつり」が開催されました。

　これは、S-Platz（S-プラッツ）の学生サポーターが、NGUの学生にマイルポスト

の活動をもっと知ってもらい、パン作りを通

して交流を深めてもらおうと企画したもの

で、マイルポスト協力のもと実施しました。

　参加した学生は好きな形のパンを作

成したり、デコレーションをしたりして楽

しみました。パンが焼き上がるまでの間に

は、マイルポストのスタッフが行っている

地域貢献活動の紹介や参加者同士が

交流できるゲームが行われ、有意義なイ

ベントとなりました。

6 『パンまつり』開催






